
幼い頃から身近だった農業を25
歳で始め、自分の理想で経営でき
るのが最大の魅力です。「おいし
い」の声が嬉しく、有機栽培に挑
戦中。将来は堆肥作りから販売ま
で地域で完結する農家を目指し
ます。

トマトやオクラを中心に有機栽培に挑戦中。常に情報収集を行い、
合理的な農業を模索中。

発想と行動次第で収益アップ!!発想と行動次第で収益アップ!!
識名共史さん（37歳）識名共史さん（37歳）

2013年に神奈川県から移住し、
結婚を機に2018年から全くの
未経験の畜産を開始。ゼロからの
スタートだったが、牛に囲まれる
生活には抵抗はなかったです。
様々な資格を取得しながら、日々
研究を重ね畜産業に挑戦中。

　自分の手で、美味しくて安心な作物を育てる。農業には、そんな大きなやりがいと無限の可能性が広がっていま
す。もちろん、スタートするまでには技術の習得や農地の確保など、いくつかのステップがあります。でも、一人で
悩む必要はありません。うるま市には、あなたの「やってみたい」に寄り添い、共に課題をクリアしていく心強い仲
間と、手厚いサポート体制が整っています。
まずは焦らず、次のステップからあなたの農業ストーリーを始めてみませんか？

●農地の貸し借り及び売買に関する手続きを行う場合や、遊休農地の紹介に関する相談窓口　
　農業委員会事務局（923-7608）。
●青年等就農計画等の認定や制度資金、新規就農支援事業、遊休農地再生事業に関する相談窓口　
　農林水産政策課（923-7607）。
●生産に関する支援事業や拠点産地、家畜の登録に関する相談窓口　
　生産振興課（923-7616）。
ご相談者のお時間を大切にするためにも、電話予約のうえ、窓口へいらしていただくことを推奨いたします。

他の業種から畜産業の道へ。削蹄師や家畜人工授精師の資格も取
得し、日々挑戦中。

毎日が発見の宝庫！！毎日が発見の宝庫！！
幸地 あられさん（45歳）幸地 あられさん（45歳）

ミニトマトなどを育てる農家で
あり、農業委員も務めています。
農地活用を希望するオーナーと
農家をつなぎ、3,500坪の土地を
マッチングできたことが嬉し
かったです。今後も遊休農地解消
を通じて地域農業を盛り上げて
いきたいです。

ミニトマトを中心に育て、農業委員も兼
務。農業からうるま市を盛り上げたいと
意気込む。

熱と夢を持つ！！熱と夢を持つ！！

国吉 千景さん（52歳）国吉 千景さん（52歳）

うるまの働く農家の皆さん
農業を始めてみませんか？
 ～就農への道しるべ～

父の病気を機に農家を始めまし
た。3年目頃から売上が次第に安
定。体力は必要ですが、勤務時間
や仕事内容を自分で管理でき、性
格に合っています。出荷が順調だ
とさらにやる気が湧きます。

きゅうりやピーマンを育てる若手農業
家。緑の力を届け、食卓に喜びを広げる。

工夫と努力で
チャンスは無限大！！
工夫と努力で

チャンスは無限大！！

外間 匠さん（37歳）外間 匠さん（37歳）
「実家の畳は、育てたビーグで織っ
たもの。それが当たり前じゃない
と気づいて、い草栽培を残したい
と思いました。県内唯一の『照間
ビーグ』は、太くて丈夫で市場価値
も高い。後継者不足が深刻ですが、
この文化を維持し守りたいです。

い草組合副会長。兼業農家。組合で生産
されたビーグは首里城復興にも使用さ
れている。

先人が築いた
文化を守りたい。
先人が築いた
文化を守りたい。

照屋 俊さん（49歳）照屋 俊さん（49歳）
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あなたも、うるま市で農業をはじめてみませんか？あなたも、うるま市で農業をはじめてみませんか？
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南原学童クラブ南原学童クラブ

マンゴー農家に
なりたい！

私はトマト！

収穫が楽しみ！
園内でいちごやトマ

トなど

季節ごとにプランタ
ー栽培している

② 研修や実践（OJT）で学ぶ② 研修や実践（OJT）で学ぶ

農業大学校や先進農家などでの作
業体験や研修を通じ、技術や経営
の基礎を身につけます。 

まずは農林水産政策課、農業委員
会事務局などの窓口へお気軽に
ご相談ください。

独立経営する場合は各種手続き
や支援制度などがありますので、
自らの農業経営に関する方針や
計画を立てたうえで、それぞれの
担当課局へご相談ください。

③ 計画と出発③ 計画と出発
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